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まことの幸福は人助けから
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第521回例会平成5年4月13日（火）

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 70(66)名 III IAf 54名

出席率 81‘82％

前回 4月6日 （修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 6名

◇お誕生日祝福

永井君(4/10)、小林君(4/13)、足立夫人(4/16)、

江l勝君(4/16)、永井夫人(4/16)

◇ニコボックス

秋山茂則君旱引きさせて蝋きます。

安藤銀之助君桜がきれいです。

市原数男君、松島孝彰君久し振りです。

小林明君昨年のクリスマスパーティーの

日が私の結婚記念日と|司ljになり、本日又誕

生日が同日になり誠に有難うございました。誕

生日祝い。

三好親君39℃の熱がIIIました。

長門保明君皇太子様、納采の儀おめでと

うございます。それと早退お詫び。

太田茂君4月度麻惟会で優勝しました。

菅原宣彦君4月1日付で財lml法人愛知国

｜際水泳殿堂会長に就任しました。今後共お力

添えを御願いします。東京で北野前館長にお

逢いしました。皆様によろしくとのことでした。

谷口暢宏君御無沙汰しました。

魚津常義君皇太子様おめでとうございます。

渡辺辰夫君4月1H付でシニアになりま

した。複雑な心境です。

永井正義君誕生日祝い。夫人誕生日祝い。

足立一成君夫人誕生日祝い。

江崎民夫君誕生日祝い。

宮尾紘司君、鈴木理之君、和田正敏君

結蛎記念日祝い。

◇池田幹事報告

1．熊本グリーンRCが制作された「ロータリー

'i,'i報築」のご案内が来ておりますので、御希

晴
へ

望の方は4#務局までお申し込み下さい。

2．今週のウイークリー「雑誌の窓」の担当

者“吉|11 節美潜”の名前が抜けております。

お手数ですが、各自でご記入願います。

3．次年度各委員長の方は、クラブ計画普原

柵作成の諜緬をお帰りにお持ち下さい。

4．次回例会終了後、理事役員会を開雌致し

ますので、理蛎役員の方はお残り下さい。

◇大谷会長挨拶

花のコーラスⅣ－発声－

まず、わらべうたの「手まりうた」をおIHI

き~ドさい。作ll11は間宮芳生氏です。

脂抑三宅洋一郎合唱日本女声合唱団

伴奏二油洋一

この合ll胤付lはフェリス短期大学音楽科を' l]

心にiillられたフェリス女声合唱団が前身です。

蕊礎がしっかりしており、透明な、澄んだ声

で、よくハーモニーし、素晴らしい合l噌です。

のどで作った声では各声部が融け合わず、人

の心に訴えません。正しい声でうたわなけれ

ばなりません。そのためには、スポーツと|司

じでll生いうオームが必要です。基礎的フォ･一

ムで練習を繰り返し、上達します。

17世紀、ルネッサンスの影響でオペラが発

達します。尚族の広間や専用の劇場で減じる

ためには、声量、技巧が必要になり、イタリー

でベル・カント(bel canto－美しく歌をうた

うための11fl法)が生哀れました。このフォーム

を』iMにして、それぞれの国で自|蔽lの声楽芸術

に適応した歌唱法が培われました。

ベル・カントの二大原則は、「l1lll喉をひらき、

呼気をもってうたい、声を前顔而に当てる」と

いうことだそうです。与えられた発声器官を

Tl§し<、健全に発達させることが叫泄1です。発

声法は大別して呼吸法と共鳴法があります。ま

ず、よい呼吸をすることが大切です。呼吸級

には脈i式、 ll側式、肱式（横隔膜）の二つがあ

へ
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り、腹式が望ましい呼吸です。また耳でほと

んど聞きとれないような小さな音でも共鳴す

る胴体を得れば、大きな音に増幅されます。声

も、共鳴させる場所を見つけなければなりま

せん。

会話も発声法を考え、美しく気持ちよく語

って噸きたいと思います。

◇識演

“私の経雌と職業”
らかし

会員三好親君

そして、今の会社に入社、現在に至ってお

りますが、何かにつけて大阪での7年間の経

験が自分の行動に作用していると思っています。

私共の仕事の内容は鉄、コンクリート、木

等の防食でありまして、大切な社会資本の保

全と考え誇りと自覚を持って良い仕剖Iをする

様心がけております。

今のところ、問題としてはただ・っ、現場

で作業をする人達が高齢化し、若年作業者が

illi充出来ないことです。すばらしいお群様に

忠まれ71年を経ることが出来ました。これか

らも一生懸命がんばって80年90年を迎えてい

きたいと思います。篭
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4月12日行われた納采の儀で皇太子さまか

ら小和田雅子さまに贈られた品のうち、消酒

はどこの銘柄であったか左党の会員にとって

関心がおありだと思うが、今I可は惣花が用い

られた。日本盛を砿造している会社のもので

ある。因みに宮中晩餐などでⅡ］いられる浦酒

は、月桂冠、菊正宗、桜正宗とこの惣花が交

へ

昭和23年に櫛岡県の蒲原町と云う、海と1 1 1

とのlll1の細長いII1舎町で生まれました。

もともと、この茄原町というところはペン

キ職人の大変多いところです。

そして、名古屋には小学校に行く様になっ

てから越して来ました。小学校から大学まで

平凡に自宅から通い、可もなく不可もなく！？

無酬なんとか大学を卒業することが出来まし

た。 ｜司時に父親から“大阪の関西ペイントに

行け”と云われ少し戸惑いましたが生まれて

始めて自宅以外での生活を経験するハメにな

りました。昭和46年5月頃だったと思います。

目的は塗料の基礎知識の習得でありました。

一応2年間研修にて終了という、メーカーで

の研修としては一番長い期間のようでした。

そして、やはりここでも可もなく不可もな

くあっと云う間に2年が経過しました。さあ！

帰るゾと思ってはみましたが、余りにも平穏

に、霧扱いしてもらいましたことで何も印象がな

く、心に残るものが全くありませんでした。

そんな気持ちでおりました私に上司から“今

度は研修ではなく営業でがんばってみるか？”

と云われドキッとしました。

それは当時の私の気持ちを理解し過ぎるく

らいして頂いた驚きと喜びでありました。

そして、やはりあっと云う間に営業での5

年が過ぎてしまいました。でも今度の気持ち

は前回の2年研修終了II寺の気持ちと全く異な

っておりました。それは満足感と云うか、光

実感と云うか、すばらしい気分でした。

FI分なりに大いにいろいろな感触を得たこ

と、友人をたくさん得たこと等いろいろです。

そんな状況の｢'1、社内で退社の挨拶廻りをし

ている途｢|'で涙がポロポロ出たのを今でも忘

れることが出来ません。

いられているようである。互に川

長l''l 保lﾘ}イI
~●垂型｡‐｡

◇次回例会（4月20日）

識揃“テレビと私”

会員佐野寛澗

◇次々回例会（5月11日）

クラブフォーラム（地区協i畿会報告）
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